
島根大学法文学部山陰研究センター

銀山社会の解明
仲野義文 著

-近世石見銀山の経営と社会-

石見銀山とは、どのような社会であったか
鉱山経営や労務の実態と、鉱山町で暮らす人々に焦点をあてる
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 石見銀山は世界遺産に登録され、世間に注目されるように
なった。しかし、これまで歴史的には戦国時代の毛利氏や尼
子氏などの石見銀山争奪戦がよく書かれてはきたが、石見銀
山地域の歴史や石見銀山の経営の実態についてそれほどわか
っていたわけではない。石見銀山の実態を詳細に明らかにし
ていくには、まず史料の豊富な近世期の研究が重要である。
その研究の中心的な牽引者となってきたのが仲野義文氏であ
る。石見銀山について地道にこつこつ研究してきた彼の研究
成果が発刊されることを心から喜びたい。
　石見銀山の歴史はまだまだ不明な点が多い。特に戦国時代
から近世初期についての具体的な歴史実像が浮かび上がって
いない。仲野氏の研究成果を基点にして今後ますます研究が
進んでいくことを願ってやまない。　（推薦文より抜粋）
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本書の構成
第一章 間歩とは何か
第二章 鉱山の開発と経営
第三章 御直山と資本
第四章 吹屋の経営と生産
  

第五章 自分山の破綻と鉱山経営の変容
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